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【研究ノート】

「送り手としてのオーディエンス」への視座

池　上　　　賢

1．問題意識──誰もが送り手となる時代に

　社会学，あるいはメディア研究において，メ
ディアと人々のアイデンティティの関係は，大き
な関心の一つである。筆者もこの点について分析
を行うため，オーディエンス研究の視座からマン
ガを事例とした分析を行ってきた（池上 2011a）。
あるいは，分析を行うための視座について検討を
加えた（池上 2014）。
　明らかになったのは、マンガをはじめとする
メディアに関わる経験は，オーディエンスの日
常生活における「語る」という行為の中で提示
される，アイデンティティのリソースになると
いうことであった（池上 2011a；2014）。たとえ
ば、筆者は拙稿（池上 2014）において、料理人
として働いている男性のマンガ経験に関する語り
や、先行研究における読書経験に関する語り（團 
2013：173-191）などを取り上げ、その語りが当
人にとってのナラティブ・アイデンティティやカ
テゴリーを基盤としたアイデンティティを提示す
る行為になっているという点を指摘している（池
上 2014：119）。
　ところで、筆者が分析の対象としていたのは、
従来のオーディエンス研究と同じく、特定のメ
ディアを用いて、何らかの情報（筆者の場合、主
にフィクション作品の物語）を受容することや、
その経験について交わされるコミュニケーション
であった。ところが、近年のインターネットやモ
バイル機器の普及に伴う情報環境の変化はオー
ディエンス自身が送り手となることを可能にした。
インターネットの普及当時から、ある程度の知識

を持つ人であればホームページを作成し、新聞や
書籍といった既存のマス・メディアを介さずさま
ざまな情報を発信することができるようになった
ことは知られている。その傾向は、ブログサービ
スやソーシャル・ネットワーキング・サービス、
あるいは動画サイトなどによりますます一般的に
なった。
　このような情報環境の変化を踏まえると、現代
社会におけるメディアとアイデンティティの関係
性を分析するためには、オーディエンスによるメ
ディアの受容だけでなく、オーディエンスによる
情報の発信にも着目する必要がある。つまり、い
ささか矛盾した表現となるが、「送り手としての
オーディエンス」にも焦点化しなければならない。
　もっとも、この点については、先にあげた拙稿
の成果において部分的には対応することが可能で
あると考える。筆者が想定していたのは、メディ
ア経験に関する語りを分析し、その中に見られる
アイデンティティの提示を把握することにある。
筆者の場合、インタビュー調査において収集した
メディア経験に関する語りを分析していたが、こ
の対象をインターネット上のブログやtwitterを
はじめとするミニブログ、あるいはソーシャル・
ネット・ワーキングサービスなどにおける、ある
個人のテレビ番組視聴や、読書に関する語りまで
拡大することは十分に可能である。
　一方で、このような視座にも限界はある。当
然のことながら、上記の視座が射程とするのは、
オーディエンスによる情報発信の内、特にメディ
ア経験に関する語りである。具体的には、あるテ
レビ番組を見て面白いと感じた内容や、あるマン
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ガを読んで感動、あるいは共感したという感情に
ついての語りなどが含まれる。しかし、近年のイ
ンターネットを参照するとオーディエンスによっ
て発信される内容や、使用される表現の形式は必
ずしも、上記のような語りに限定されない。たと
えば、pixivと呼称されるソーシャル・ネット・
ワーキング・サービスがある1）。このサイトはID
登録をすることで、自分自身で描いたイラストな
どの画像や小説の投稿を行うことが出来るほか、
他のユーザーが投稿した作品を閲覧することが出
来る。2000 年代半ばから普及したyoutubeやニ
コニコ動画をはじめとする動画投稿サービスも同
様である。これらのサービスでは商業媒体による
アニメ作品などの配信や、テレビでは中継されな
い生放送番組の配信なども行われているが、主要
な目的は登録ユーザーが作成した動画コンテンツ
や音楽を視聴することにある。
　以上を踏まえて、本論文の問いを提示したい。
ここでは、個人とメディアの関係性が、メディア
を媒介に情報などを一方的に受け取るという状況
から、個人による不特定多数への情報発信が可能
になったメディア環境─「送り手としてのオー
ディエンス」が存在するという状況─を前提にお
く。そのような状況の中で、我々はメディアとア
イデンティティの関係性をいかにして分析すべき
なのか。本稿では、先行するメディア研究、特に
情報の発信にも注目した研究として、ファン研究
などを参照して、その方法を検討する。

2．‌�「送り手としてのオーディエンス」への
視点

2.1　‌�オーディエンス研究における「送り手とし
てのオーディエンス」への視点

　初めに、オーディエンス研究において情報の
送り手、あるいはオーディエンスによる情報の
発信がどのように分析されて来たのか検討する。
カルチュラル・スタディーズにおけるオーディ
エンス研究の嚆矢ともいうべき“Encoding and 

Decoding”（Hall 1980）において，Stuart　Hall
はコミュニケーションのプロセスにおけるメッ
セージの構成から，それが伝達され再び理解され
るまでのプロセス，すなわちエンコーディング／
ディコーディングの存在を指摘した。初期のオー
ディエンス研究は，David Morleyによるニュー
ス番組“Nationwide”のオーディエンスのテク
ストの受容に関する視聴実験（Morley 1980）に
見られるように，Hallが提示した理論的視座に基
づき送り手によって意味を込められたメッセージ
が，受け手にどのように受容されているか分析す
るものであった。つまり，送り手の存在が強く意
識されていたといえる。
　また、同時期には文学研究出身のJohn Fiskに
よるテクスト分析を中心とした研究もあるが、こ
れらの研究でも極めて断片的であるが送り手に
焦点化した記述をみることが出来る。たとえ
ば、Fiskはマドンナのミュージックビデオにつ
いてのテクスト分析を行っている（Fisk 1989＝
1998：150-178）。この中でFiskはマドンナのイ
ンタビュー内容を引用し、自身のテクストの分析
の助けとしている。
　その後，オーディエンス研究はオーディエン
ス・エスノグラフィーと呼称される新しいパラダ
イムに移行する（Alasuutari 1999：4-5）。これ
らの研究は、エスノグラフィーという言葉が示す
ように、オーディエンスに対する長時間にわたる
インタビューや参与観察を通じて、テレビの視聴
や、特定の番組のオーディエンスについて様相を
把握するものであった。
　これらの研究も多くの場合、中心的な事例は
オーディエンスにあるが、わずかながら送り手
にも着目した研究が存在する。たとえば，David
　Buckinghamの“Public Secrets：Eastenders 
and its Audience”（1987）は，ソープオペラ

『イーストエンダーズ』を取り上げたものである
が，著者は制作者たちとのインタビューを通じて，
番組に期待されているオーディエンス像について
制作者たちの知見を概説している（Buckingum 
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1987：7-33）。しかし，彼は「イーストエンダー
ズの人気は放送制度，番組制作者とオーディエ
ンスの間の数多くの緊張と矛盾を強調している

（Buckingum 1987：32）」と指摘しており，自ら
送り手の分析の限界を示唆している。この点に
ついて，Graem TurnerはBuckinghamが ｢オー
ディエンスによる積極的な意味の生産を説明する
ためより『読み手志向』のアプローチへと移行し
た」と指摘する（Turner 1996＝2001：194）。つ
まり，Buckingumは，送り手に関する分析を試
みたが，結果としては，オーディエンス自体を分
析する必要性をより強く確認したという結果に終
わったのだ。
　このようにオーディエンス研究では、送り手に
対する記述はけっして皆無ではないが、同時にそ
れらの記述は分析の一端にすぎず、補助的なもの
にとどまっている。また、焦点化されている情報
の送り手はオーディエンスではなく、「オーディ
エンスが消費するテクストを生産した送り手」で
あり、筆者の問いに対して回答を提供するもので
はない。

2.2　‌�ファン研究における「送り手としてのオー
ディエンス」への視点

　そこで、続いてファン研究の動向を確認したい。
ファン研究は領域として見た場合、そのほとんど
の部分をオーディエンス研究と、大衆文化を包括
するカルチュラル・スタディーズにおいて発達
させた（Busse and Grey 2011：427）。Kristine 
BusseとJonathan Greyは、エンコーディング／
ディコーディングモデルの重要性を指摘した上で

（Busse and Grey　2011：427）、Janice Radway
のロマンス小説研究（1984）や、John Fiskの大
衆文化研究（1989＝1998）などを取り上げ、これ
らの研究の特徴を以下のようにまとめる。

　　　初期のファン研究は、カルチュラル・スタ
ディーズの研究者が、そのテクストが高級
文化のものと同じくらい複雑であることや、

その消費者がオペラの愛好者（denizen）や
ヨーロッパの芸術的映画のファンと同じく思
慮深く知性的であることを示すことによって
低級、または大衆的とされる文化とその消費
者を弁済することを探索するという政治的な
活動であった。（Busse and Grey 2011：427）

　その上で、BusseとGreyはこのような初期の
研究から発達した研究として、Henry Jenkins
の“Textual Poachers”（1992）、Cammille 
Bacon-Smith “Enterprising Women”（1992）、
Constance Penley による２つの研究（1992；
1997）を上げる（Busse and Grey 2011：428）。
これらの研究は全く異なるアプローチによるもの
であるが、共通点としてファン文化が形成するコ
ミュニティ、そしてファンとテクストの間にある
ものと同じくらいファン同士の関係性に着目して
いる。つまり、彼らは、集まりや、アマチュア広
報組織やファンジン（同人誌）に根差したコミュ
ニティなどにより組織化されているだけでなく、
自省的で彼ら自身の行為を分析することが出来る
傾向があるのだという（Busse and Grey 2011：
428）。
　ここで、重要なのがこれらの研究がファンによ
るテクストの創造にも関心を向けているという
点である。つまり、「送り手としてオーディエン
ス」であるファンによる活動に焦点化している。
BusseとGreyは以下のように主張する。

　　　その読解においてファンは模範的な抵抗的
読者であり、ただ批判的にテクスト分析する
だけでなく、能動的に読み返し、元のテクス
トにおいて彼らが発見したプロット、キャラ
クター、感情の欠如を埋める自身の物語を
創造し、執筆する（Busse and Grey 2011：
428）。

　Busseらが見出したファンによる能動的な活動
は、一般に同人誌や二次創作として知られる新た
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なテクストの生産に着目したものである。たとえ
ば、BusseとGreyが取り上げた論者の一人であ
るJenkinsは以下のように主張する。

　　　ファンダムは文化的生産、審美的伝統、そ
して実践についての特定の形式を保有す
る。ファンアーティスト、作家、ビデオ制作
者、そして音楽家はファン・コミュニティ
の特別な関心に語りかける作品を作り出す。

（Jenkins ［1992］2013：279）

　このようなファンによる創造はメディア産業の
ポピュラー・ナラティブにおける著作権保有への
要求に挑戦する（Jenkins ［1992］2013：279）と
彼らは主張する。いずれにしても、ファン研究に
おいては、ファンと呼ばれるオーディエンスの活
動の 1 つとして、彼ら自身による創作活動が重要
な分析対象の一つとなっている。
　このような議論は、日本でも展開しているのを
見ることが出来る。たとえば、小林義寛は、「テ
レビアニメのメディア・ファンダム─魔女っ子
アニメの世界」において、ファンダムについて議
論している。小林は、議論を進める中で、男性同
性愛を表現してきた「やおい」の一部が、『美少
女戦士セーラームーン』といった男性が少ない作
品にシフトしていった現象に注目し、メディア・
テクストの解釈におけるファンの戦略に注目した

（小林 1999：182-215）。初めに、小林は魔女っ子
アニメで描かれていたのは「『女の子はなんでも
できる』わけではないこと」であり、それらは、

「男性による女性像」を提供し続けてきたと指摘
する（小林 1999：204）。その上で彼は具体例と
して『セーラームーン』を取り扱った「やおい」
同人誌の内容を紹介した（小林 1999：207-210）
上で、「『セーラームーン』を契機にして、それま
で制度的制約のみならず心理制約など、諸種の制
約のあった女性の性の表現が多様に可能になっ
た」と指摘する（小林 1999：210）。
　また、永井純一は「能動的オーディエンスとし

てのオタクを再考する」ことを目的として、同人
誌やコスプレなどの活動を分析している（永井 
2001：109-125）。たとえば、永井は同人誌制作
を取り上げ、オタクにとっていかに「支配的な位
置」から離れるかが、重要であるか指摘する（永
井 2001：116）。そして、彼らは交渉的な読みを
行い、それを同人誌として具体化させるという

（永井 2001：116）。いずれにしても、「オタク達
は、意図的に『支配的な位置』から逃れ」ており、

「積極的に『交渉的な』コンテクストに身を置く
ことによって、それぞれの『読み』は洗練」され
ていく（永井 2001：122）
　名藤多香子は、日本における同人誌活動に焦点
化し「特殊な活動であると考えられがちな二次創
作や同人活動に対する当事者たちの声を拾いなが
ら、このコミュニティの中で行われている活動
がどの程度特殊なものであるのか」考察してい
る（名藤 2007：55-117）。名藤は自分自身の立ち
位置（同人活動を行っていた経験があること）や、
二次創作の語られ方に続き同人活動を行っている
人々に対するインタビュー調査やアンケートを分
析することで、自身の問いに答えようとする。結
果として彼女は、対象者が「二次創作は創作であ
る」と認知していること、その楽しみには「作品
を読む楽しみ」「作品を作る楽しみ」両方が含ま
れているということ、彼女たちのネットワークの
ありかた、同人誌即売会などのイベントが「人と
のつながり」「情報の収集」にとって重要な場で
あること、同人活動や二次創作が好きなものにつ
いて一緒に語り合える仲間を探す場所である意識
が存在することなどを明らかにしている（名藤 
2007：55-117）。
　金田淳子も「やおい」と呼称されるマンガや小
説のジャンルに熱狂している女性がいることを指
摘した上で、これら作品がしばしば既存の作品を
題材にした「パロディ」として描かれることを述
べる（金田 2007：164）。金田によると、同人活
動を行う人々は多くは「必ずしもプロになること
を目指してはいない」（金田 2007：165）。金田は
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重要な指摘として、「マンガ同人誌をつくること
自体が、一つの共同体形成であった」としつつ、

「特にパロディ作品においては、マンガ同人誌が
会話という実践を生み出していることも無視でき
ない」とする（金田 2007：170-171）。金田はさ
らに、「『やおい』の解釈共同体」が当事者の女性
にとって持つ意義についても解説している。それ
によると、第 1 に「『やおいの解釈共同体』」は

「『男性のまなざし』の存在しない場所を作り出し
ているがゆえに、女性はまなざす主体となって
性的欲望を語ることが出来る」（金田 2007：177）。
また、第 2 に「やおいの解釈共同体が生み出して
いるのが創造の場であるがゆえに、語り手の現実
の性体験とは無関係なファンタジーとして性的欲
望を語り、共有することが出来る」（金田 2007：
177）のである。
　ここまでファン研究における議論を紹介したう
えで、日本で展開されたオタクなどに関する議
論を紹介した。これらの枠組みは筆者が提示し
た「個人による不特定多数への情報発信が可能に
なった状況になったというメディア環境の中で、
メディアとアイデンティティの関係性をいかにし
て分析すべきなのか」という問いに対して有効な
視座を提示していると考えられる。つまり、「送
り手としてのオーディエンス」が自分自身でコン
テンツを制作するという活動の中でアイデンティ
ティを構成していく過程についてそれがどのよう
な意味を持つのか、という点について参考になる
考え方を提示しているのである。
　その一方で、これらの研究にもカバーしきれな
い活動や局面があると筆者は考える。これらの研
究が想定しているのは、あくまでもオーディエン
スがファンとして行う送り手としての実践である。
そのため、これらの研究は、送り手としての活動
について分析するときに、必然的にオーディエン
スをファンとして同定することで成立する。しか
し、ここで一つの疑問が浮かび上がる。オーディ
エンスによるコンテンツの制作は本当にファン活
動に限られたものなのだろうか。

3．「送り手としてのオーディエンス≠ファン」

　この点について考えるため、現在メディアを通
じて流布している“送り手としてのオーディエン
ス”が制作した様々なコンテンツについて考えて
みよう。たとえば、上述したファン活動の一形態
である同人誌については、『虎の穴』や『メロン
ブックス』などといった委託書店が存在する。こ
れらの書店は文字通り、同人活動を行っている
サークルあるいは個人から同人誌を預かり、これ
を店頭で販売する。そして、これらの店舗で販売
されている同人誌の多くは、既存の作品を基に
した二次創作作品である。たとえば、代表的な
同人ショップである『虎の穴』の通信販売サイ
トにおける同人誌の販売コーナーを確認すると2）、

「カテゴリ検索」というメニューがある。これを
クリックすると、インターネットブラウザの別
ウィンドウが開き、二次創作による商品について
は、元になっている既存の作品を絞り込んで閲覧
することが出来る。類似した機能は他の同人委託
ショップのホームページにも確認することができ、
同人作品の多くが（少なくとも、委託販売される
ようなものについては）既存の作品の二次創作で
あることを確認することが出来る。もちろん、先
述したpixivなどのイラストコミュニケーション
サイト、あるいはニコニコ動画やyoutubeにおけ
る動画投稿サイトについても同様である。これら
のサイトでは、多くの場合作品にタグと呼ばれる
分類記号を作品に付与し、検索をしやすくする機
能が実装されている。そして、そのタグにはやは
り二次創作作品について元になっているアニメや
マンガ作品の表題が含まれている。
　あらためて確認するが、このような多くの同人
誌やインターネット上で公開されているイラスト
や動画の分析において、ファン研究の視座は有効
である。しかし、一方でプロフェッショナルでは
ない“送り手としてのオーディエンス”により提
供されるメディア・コンテンツには二次創作には
含まれない作品も数多く含まれる点は注意が必要
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である。
　たとえば、現在日本において最もよく視聴され
ている動画サイトの一つであるニコニコ動画につ
いて見てみる。ニコニコ動画では 2015 年 12 月現
在、24 時間単位の視聴数などによりランキング
が作成され、適宜更新されている。興味深いこと
にこのランキングは動画が含まれるカテゴリ別に
閲覧することも可能である3）が、そこには明らか
に二次創作ではないコンテンツも数多く含まれて
いる。たとえば、本稿を執筆している 2015 年 12
月 5 日 20 時時点で、「生活・一般・スポーツ」の
カテゴリで 1 位になっている動画は、「二年目狩
猟生活（ラスト）」4）という動画である。実際の動
画や、付加されたタグに対する説明を見ると本動
画は、“カメ五郎”と名乗る男性が、西丹沢で野
外生活を送る様子を撮影しアップロードしたも
のであることが分かる。もちろん、同じ時間帯
の「アニメ・ゲーム・絵」のランキングを確認す
ると、2015 年 12 月現在放送中のアニメ『おそ松
さん』や『ワンパンマン』などを参照した二次創
作作品が数多くあることが分かるが、現代社会に
おいて“送り手としてのオーディエンス”が提供
するコンテンツが、なんらかのファンとしてオー
ディエンスによって製作されるものには限らない
ことが明らかである。
　また、もう一つの問題としてこういった活動
の中から、プロフェッショナルといっても良い
人々が現れことも重要である。ニコニコ動画には、

「あらゆる言葉について定義や意味、元ネタを解
説する辞書・辞典サイト」であるニコニコ大百科
というサイトが付随している5）。たとえば、先ほ
ど紹介した“カメ五郎”という男性について説
明6）を確認すると、この男性は 2010 年頃から動
画のアップロードを行っていたが、2012 年には

「今夜野宿になりまして」というテレビ番組にレ
ギュラー出演したことが紹介されている7）。こう
なると、彼の動画はもはやアマチュアによるもの
とは必ずしも言えないかもしれない。
　付言すると、近年アマチュアによりインター

ネット上で公開されていた作品が商業出版される
ことが頻繁に行われている。たとえば、集英社か
ら単行本が発売され、アニメ化もされた『ワン
パンマン』はもともと原作者のONEがインター
ネット上で公開を続けていた作品をリメイクした
ものである。集英社から発売された単行本の見返
しを見ると、リメイク版の作画を担当したマンガ
家の村田雄介が本作品の内容を気に入り、原作者
のONEにtwitterにおいてリメイクの許可を求め
たというコメントをみることが出来る（ONE・
村田 2012）。つまり、元々はアマチュアの作者に
より公開されていた作品が、様々な経緯を経て商
業流通に乗ったということである。この他、『月
姫』『ひぐらしのなく頃に』『ゲート　自衛隊彼の
地にて、斯く戦えり』なども、元々はアマチュア
による作品として公開・頒布されていたことが知
られている。このように、アマチュアとしての作
品の発表がプロフェッショナルに移行する転機と
なることは頻繁にみられるといえるだろう。
　もちろん、あるメディア・コンテンツに広範な
支持が集まったとして、その送り手が必ずしもプ
ロフェッショナルになるとは限られない。そのよ
うな状況になると、プロフェッショナルではない
送り手の作品であっても、マス・メディアにおい
て流通するコンテンツと同じくらい多くの人々に
消費されるということもあり、現代社会における
オーディエンスのアイデンティティを分析すると
いう視点を考える上で、ラディカルな問いを提示
しているといえる。

4．送り手としてのオーディエンス分析の視座

　ここまで、オーディエンス研究におけるファン
研究の有効性を確認した上で、その限界を指摘し
た。それでは、送り手としてのオーディエンスに
よるコンテンツの制作が必ずしもファンとしての
活動に限られなくなったという状況、およびプロ
フェッショナルとアマチュアの境界があいまいに
なったという状況、以上の 2 つを踏まえてどのよ
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うにメディアとアイデンティティの関係性につい
て分析を行うべきであろうか。
　この点について考察する前に 1 点注意を喚起し
たい。つまり、筆者が主張するのは、従来のメ
ディア研究が蓄積してきた、送り手、オーディエ
ンス、ファンなどの枠組みや、それらの先行研究
を無効にすべきということではないという点であ
る。むしろ、たとえばある特定の個人のメディア
とアイデンティティの関係性について分析を行う
過程において、当事者から「自分はファンであ
る」という自己呈示がなされたとすれば、むしろ
先行するファン研究において蓄積された知見を活
用すべきであるだろう。
　しかし、人がメディアとかかわるときに、どの
ような立場からメディアを受容しているのか、あ
るいはどのような立場からメディアを用いてコン
テンツを発信しているかはその時、その場で変わ
るものである。したがって、それにともなって構
成されるアイデンティティも動態的なものである
と捉えるべきであろう。
　具体的な事例から考えてみよう。筆者は、先述
したマンガ経験に関するインタビュー調査におい
てさまざまな社会的背景を持つ男女 25 人に対し
てインタビューを行った。その中には、アマチュ
ア、プロフェッショナルを問わず、本稿で述べた
ような送り手としての活動を行っている協力者も
数多く含まれていた。以下では、そのような協力
者の語りを紹介する。たとえば、マンガ家柳沢き
みおのファンであるというＡさん（男性・1974
年生まれ）8）は、当該のマンガ家に関するホーム
ページを運営していたが、それを可能にしたイン
ターネットの登場について以下のように語ってい
た。

　　Ａ：‌�インターネットっていうのはねえ、いろ
んなCMCの研究とかやっていて9）思う
んですけど、新しいメディアの出現し
たってのは当時言われていたけど、やっ
ぱりそれは実感しているよね、大手マ

ス・メディアだった権威が俺にひれ伏
すって側面があるわけだよね。

　この点について、筆者はAさんに次のような質
問をした。それに対する回答と合わせて確認した
い。

　　＊：‌�マンガと後はだからここ 5、6 年のイン
ターネットの 2 つ、が一番でかいように
思うんですけど

　　Ａ：‌�ああ、そうだと思いますね。ここ最近は
ずっとそうだと思いますよ、やっぱり柳
沢中心に回っているからね。柳沢（きみ
お）中心で動いてますよね、だって僕が
情報を発信しないといけない立場でしょ。
いまそこをドンドンメールマガジン作っ
て、ファンクラブを使って、そこを言っ
てたんだけど。

　このようにＡさんは「柳沢（きみお）中心」で
動いていると語っている。Aさんの活動は従来の
ファン研究であれば、同じ趣味を持つ人々との交
流としてみなされ、当該の活動は彼の柳沢きみお
のファンとしてのアイデンティティと関連づけら
れる。しかし、筆者が行ったインタビューにおけ
る語りを再参照すると、単にファンとしてのもの
に限定されない、Aさんのアイデンティティが提
示されているのを確認出来る。上記の語りに続け
て、筆者はさらに質問を行った。

　　＊：‌�Aさんのその使命感みたいなのってどこ
から来てるんですかね？

　　Ａ：‌�ああ、使命感ね。それいい質問ですね。
あの、柳沢に救ってもらったというのが
ありますからね。僕、父親が実質的にい
なかったですから。柳沢に恩返しした
いってのが、あるんですよ。

　Ａさんはここで「父親が実質的にいなかった」
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ということを述べた上で「恩返ししたい」という
ことを述べていた。この後Ａさんは幼少期に父親
が自宅にほとんどいなかったことについて説明し
た。そこで筆者は、「救ってもらった」という言
葉が意味する点についてもう少し聞きたいと述べ
たところ、以下のような回答を得られた。

　　＊：‌�救われたって言う部分をもう少し聞きた
い。

　　Ａ：‌�ああ、救われた。結局父親がいないじゃ
ないですか。父親がいないから、あの、
人に、男親に聞きたいことが聞けないん
ですよね。

　　　　（中略）
　　Ａ：‌�父親がいないって言うその事実自体がハ

ンデだったわけですよね。で、柳沢にず
いぶん救われたんで、僕はそういう意味
で、まあ、柳沢に恩返ししたいというの
がありますね。

　　＊：つまり、あ、すいません恩返ししたい
　　Ａ：‌�恩返し、そこが僕のホームページの使命

感。だから柳沢の本ってのも買ってるし。
ていうのもありますよね。

　Aさんにとって柳沢きみおに関するホームペー
ジにおいて活動を行うことは、確かに柳沢きみお
としてのファンとしてのアイデンティティに関連
付けられる。しかし、それだけではなく、彼に
とって活動を行うことは、「男親に聞きたいこと
が聞けなかった」自分自身のナラティブ・アイデ
ンティティにも関連付けられる活動なのである。
ごくごく短い事例であるが、この事例はある個人
のメディア経験における送り手としての活動が、
必ずしも先行研究において想定されていたような
特定のアイデンティティに結びつくとは限らない
ことを如実に表している。
　それでは、改めてどのような分析視座が有効な
のだろうか。筆者が主張したいのは以下の 2 点
である。もっとも 1 点目については、筆者が拙

稿（池上 2011a；2014）において繰り返し論じて
きている点と同様である。筆者は拙稿において
オーディエンスを、社会集団に所属する個人とし
て捉えるのではなく、個人がメディアを通じてい
かなるアイデンティティを構成しているのかとい
う点や、その過程を分析すべきだと主張した（池
上 2011a：1-15；2014：111-115）。つまり、「送
り手としてのオーディエンス」を分析する際にも、
彼らが特定の属性を持つオーディエンスあるいは
送り手（ファンやマンガ家、あるいは同人作家）
であるという前提を置くのではなく、あくまでも
彼ら自身が活動の中でどのようなアイデンティ
ティを構成しているのかという点に焦点化すべき
である。この際にはもちろん、従来のオーディエ
ンス研究が蓄積してきたインタビューやエスノグ
ラフィーを用いることは有効であると思われる。
　第 2 に、「送り手としてのオーディエンス」に
ついて分析を行う際には、実際に送り手によって
作り出されたコンテンツについても分析を行うこ
とが必要になるだろう。この点については、当該
のコンテンツが音楽なのか、映像なのか、あるい
は文字によるものなのかによって分析手法は変
わってくると思われる。
　なお、筆者の場合、これまでマンガ経験に関す
るライフストーリー・インタビュー（桜井 2002）
を行い、語りの中で構成されるアイデンティティ
を分析してきたが、「送り手としてのオーディエ
ンス」を対象として分析する際にも、この手法は
有効であるだろう。なぜならば、ライフストー
リー法はある特定の個人にとって、何らかの情報
の受容と発信両方を含むメディア経験が、当人に
とってどのような意味を持つのかという点に加え
て、当人の通時的なメディアとのかかわりの変遷
についても明らかにできるからである。たとえば、
先述したAさんの場合、インターネットというメ
ディアの登場が、送り手としての活動のきっかけ
になったと述べていた。つまり、新しいメディア
の登場が、Aさんのメディアとの関係性を変容さ
せたのである。このような知見を蓄積させていく
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ことは、メディアとアイデンティティの関係性だ
けでなく、メディアによってもたらされた社会的
な変容について明らかにすることにつながるかも
しれない。

5．まとめ

　筆者は本稿において、「送り手としてのオー
ディエンス」とそのアイデンティティを分析する
ための視座を検討した。メディア・コンテンツは，
特定の人間によって生産され，流通し，受容され
ることによって意味をなす。そして，人々の話題
になるなど，コミュニケーションのリソースを提
供する。従来の研究において、この関係性は主に
オーディエンスについて分析することでなされて
来た。
　しかし、送り手と受け手という概念の境界があ
いまいになった今日の社会において、メディアと
アイデンティティの関係性を把握する上で，生産
が行われる局面や、メディア・コンテンツの生産
が人々のどのようなアイデンティティとかかわっ
ているのかという点は、看過することが出来ない
だろう。Roger Silverstoneは，メディアを分析
する重要なキーワードとして『媒介作用』の存在
を論じている（Silverstone 1999＝2003：46-58）。

　　　私たちは，この媒介作用をメディア・テク
ストと読者なり視聴者なりとの接触という観
点を超えて，拡張した仕方で考えていかなけ
ればならない。つまり私たちは，さまざまな
意味に関与したり，関与しなかったりする多
かれ少なかれ連続的な活動のなかにメディア
の生産者と消費者を含みこませ，そうした媒
介作用を捉えていかなければならないのであ
る。（Silverstone 1999＝2003：46）

　筆者の視座からSilverstoneの議論を引き取る
とすれば，メディアとアイデンティティの関係に
存在する媒介作用を分析する上でも，オーディ

エンスを“受け手”としてだけではなく、“送り
手”としても分析する必要があることは間違いな
いだろう。もしかしたら、そのような研究はもは
や“オーディエンス研究”とは呼称できなくなる
かもしれない。あるいは反対に、「オーディエン
スとしての送り手」を分析する必要性が浮上する
かもしれない。だが、メディアと人々のアイデン
ティティの関係性を分析する必要性は依然として
重要なものである。

［注］
1）	 http://www.pixiv.net/ なお、類似したサービスと

してアメリカを中心に普及しているDeviantartな
どもある。

2）	 http://www.toranoana.jp/mailorder/cot/index.
html　2015.12. 7

3）	 http://www.nicovideo.jp/ranking　2015.12. 7
4）	 http://www.nicovideo.jp/watch/sm27724600　

2015.12. 7
5）	 http://dic.nicovideo.jp/?header　2015.12. 7
6）	 http://dic.nicovideo.jp/a/%E3%82%AB%E3%83%

A1%E4%BA%94%E9%83%8E　2015.12. 7
7）	 公式サイトはhttp://www.jvcmusic.co.jp/nojyuku/  

2015.12. 7
8）	 なお、本インタビューに関するより詳細な分析は

拙稿（池上 2011b）を参照したい。
9）	 Aさんは大学院に在学していたことがあり、在籍

時にCMC（Computer Mediated Communication）
の研究を専攻としていた。
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